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Effect of chemicals on smaller brown plant
rice leafhopper under

hopper and green

low tempera ture in early spring.

Y. Takita,K. Oda and S. Takahashi.
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ウンカ，ヨコバイ類に対する低温時の殺虫効果にっいて

滝田泰章・尾田啓一・高橋三郎

Effect　of　chemi　cals　on　smal　ier　brown　p1刊nt　hopper　and　green

r　i　ce　l　e　a　f　hoPPe　r　u　nd　e　r　l　ow　t　empe　r　a　t　u　r　e　i　n　e　a　r　l　y　s　p　r　i　n　g・

Y』　T　aki　t　a，K　Oda　and　S，　T　akahash　i・

1　緒　　　言

　栃木県では，稲縞葉枯病の省力的，効率的な

防除法を確立するため，昭和41年以降ヒメト

ビウンカ越冬世代幼虫に対する広域空中散布の

効果を検討している。その結果を要約すると低

温時においても殺虫効果は高く，その後の発生

密度を抑制して稲縞葉枯病の発生をおさえるこ

とが認められ，さらに，今まで4月に実施して

いた稲黄萎病（ッマグロヨコバィ）および最近

被害が急増してきた黒条萎縮病との同時防除も

可能であることが判明した。もちろん稲縞葉枯

病にっいては，ヒメトビウンカがその後本田期

までに一世代を経過するため，本田期前後の防

除も場合によつては必要であるが，春季におけ

る広域散布は有効な防除手段であるといえる。

　そこで，この越冬世代幼虫の広域空中散布の

殺虫効果をより安定させるためには，媒介虫の

動態究明，長期発生予察法の確立とあわせて，，

低温時における各種殺虫剤の効き方について究

明することが必要である。

　このような意味から，ウンカ，ヨコバイ類越

冬幼虫の動態と殺虫剤の効き方について，調査

を行なつたのでその概要を報告する。

H　試験方法

　1．試験年次，1966〜1968

　2．試験地　宇都宮市今泉町

　3・供試圃場，スズメノテヅポウ密生休閉田。

　4．薬剤散布方法，各薬剤とも10aあたり

3晦をミゼットダスターを用い散布

　5．調査方法

　1）掬取法　サクションキャッチャー吹出

し法（エンジン回転数3，500〜4，000

R・P・．M・吹出口風速20濡／S，掬取面積

0．3x33那計10�u，掬取時間3分）

　2）　越冬幼虫の活動，鉢植のオーチャード

グラス（5茎，草丈15�p）に硬質ビニル円筒

（10×25砿上面と地際部の通風口は寒冷

紗使用）をかぶせ，各10頭を放飼し，各温度

別に部位別寄生数を調査した。

　3）　薬剤効果，試験実施時期は昭和41年

11月下旬〜42年4月上旬。昭和42年11

月下旬〜43年4月上旬。ウンカ，ヨコバイ類

の密度は，薬剤散布直前ないしは1〜2日前と

散布5〜7目後で天候条件のよい時（風弱く，

気温10℃以上）に調査したい。

皿試験結果

　1．薬剤散布時の温度条件

　　防除時期にあたる宇都宮の3月の気温は

第1図のとおりで，平年値でみると平均気温3

〜7℃，最高気温は10〜14℃であり，気象

条件のよかつた昭相42年には，上旬でも15

℃，

下旬には20℃に達した。
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